


「スーパー台風」10円

　人類は、あと何度悲しみを乗り越えなければならないのか。私は、人類を守りたい。

　私の父は、三年前の台風で亡くなり、母は、父の後を追うように翌年に亡くなった。だが、私には悲しむ暇も惜しい。
くだらない研究に没頭している。扇風機で、台風を吹き飛ばそうだなんて。
父の最後の言葉は、「カズヨシ、まともな仕事に就職しろと」
「頭の痛い言葉だ」
対台風型扇風機。私は、研究者といえど無収入。もちろん非公認で、趣味に近かった。実際は、新聞配達のアルバイトで生計をたてている。

　今朝のニュースを見て驚いた。フィリピン沖で発生した台風三号は、強い勢力を伸ばし、スーパー台風ジョアンナに姿を変え、日本州に上陸する恐れがあります。
「予想進路が、首都直撃だって？信じられない」
震える手で缶ビールから、グラスにビールを注いだ。
「また犠牲者が……」

　ピンポーン。
「誰だよ。朝っぱらから人が楽しくやってんのに」
文句を言ってやろうと、玄関のドアを開けた。見知らぬスーツ姿の男が立っていた。
「誰だよ？」
「日本州自治代表、ジョージ・村野と申します」
「ジョージっつったら、日本州のトップ？」
目をこすった。胸に菊の紋章がついていた。脇にいる男も見たことがある。なんとか大臣。強面のやつは、ＳＰかな。
「あなたが、春先ヨシカズさんですか？」
「そうですけど」
「三年前のスーパー台風ルーシーをご存知でしょうか？」
「もちろんです。私の父があの台風で亡くなっていますので」
「それは、お悔やみ申し上げます」
「ところで何のご用ですか？」
「これはこれは、失礼しました」
「ぜひ、あなたの研究されている対台風型扇風機のお力を貸していただけませんか？」
「私のは、おもちゃみたいなもんです」
「そうでしょうな」
「はっ？」
「恥ずかしながら、おもちゃに頼る以外、他に手はございません」
「そんな……」
「さあ一分一秒が惜しい。早速、中央研究所に来てください」
「急に言われても」
ＳＰが、銃口を向けた。
「あなたが、断る選択肢はありません」
「こんなの間違っている。人権侵害だ」
「人権侵害なんて言っていられないんです。一千万人の命がかかっている」
「打ちたければ、打てよ」
「私も、あなたも頑固ですね」
「そもそも、断るとは言ってない。私の命も惜しくない。シンプルに、父の仇をとりたいだけだ」
「あなたには、銃なんて必要なかったようで」
「上下パジャマじゃまずいだろう」
「中央研究所の制服をお貸しましょう」
「ジョージさん、気に入った」

　中央研究所では、急ピッチに風車が作られていた。現場の責任者は、春先ヨシカズ。
ハゲた男が訪ねた。
「ヨシカズさん、このケーブルは、五番でよろしいでしょうか？」
「そこで合ってる」
メガネの男が、意見を求める。
「原子力から、電気は回してきますね？」
「寝ボケてんのか」
「へ？」
「火力、水力、太陽光、あらゆる発電所から、総動員で回せ」
「そんなことをすれば、日本州は停電します！」
「わかってる、だがこの巨大風車は、なみの電力じゃ動かねぇ」
「日本経済が……」
「命さえありゃ、経済なんて立て直せる」
天気予報士の女が発言した。
「ヨシカズさん。明日、予想通り台風ジョアンナ、東京へ上陸予定です」
「ジョアンナ、好き勝手にはさせねぇ」

　雲に覆われた朝を迎えた。私やスタッフは、一睡もしていない。
「怖いか？」
「少し」
「ヨシカズさん。台風ジョアンナ、一時間後上陸します」
「聞け、勝負は一瞬だ。これだけの巨大風車を動かしたら、陸にも被害がでる」
中央研究所内は、ざわついた。
「お前ら、覚悟はできているか！」
ハゲた男が答えた。
「この東京を、家族を絶対に守ります」
「良い返事だ」
天気予報士の女が知らせた。
「ジョアンナ、上陸を確認しました」
メガネの男が報告する。
「電力充電完了しております」
「まだ射程外だ、引き付けろ」
「相模湾、風に煽られ、波が打ち寄せています」
「さあ来い」
「藤沢、逗子、鎌倉暴風域に入りました」
「まだだ」
「藤沢、逗子、鎌倉壊滅的被害、沈黙しました。横須賀、茅ヶ崎暴風域に入りました。東京湾の波が荒れています」
「我慢しろ」
「横須賀、茅ヶ崎壊滅的被害、沈黙しました。横浜暴風域に入りました。このままでは、中央研究所が持ちません」
「いまだ！発動」
巨大風車は、回転を始める。
無線からは、ザーザーと雑音ばかり聞こえた。
「中央研究所どうした？応答しろ。ヨシカズ！」

　東京お台場ニュースです。台風ジョアンナは、首都近郊の一部に被害をもたらしました。現在は、熱帯低気圧に変わり、日本州の東側６００キロを北上中です。
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